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世
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球

温
暖
化
問
題
は
、
人
間
の
生
活
や

経
済
活
動
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
が
原
因
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
中
で
も
二
酸
化
炭
素
が

大
き
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
炭
や
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
す
る
と
、
二
酸
化
炭
素
が

大
気
中
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
地
球

の
気
温
が
上
昇
を
続
け
、
こ
の
ま

ま
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
、
気
候

変
動
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
夏
も
、

集
中
豪
雨
や
猛
暑
な
ど
の
異
常
気

象
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
日
本
の
気
候
が

確
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排
出
が
少
な
い
社
会

(

低
炭
素
社
会)

が
、
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
持
続
可
能
な
社
会
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、
低
炭
素
社
会
の

実
現
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
地
球
規
模
で
起
こ
っ
て
い

る
環
境
問
題
は
地
球
温
暖
化
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。｢

資
源｣｢

エ

ネ
ル
ギ
ー｣｢

気
候
変
動｣｢

水｣｢

食

糧｣｢

人
口｣｢

生
物
多
様
性｣

に
関

す
る
、
多
く
の
リ
ス
ク
に
地
球
は

直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
リ

ス
ク
は
、
人
間
活
動
の
肥
大
化
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
球
環
境
問
題
は
、
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
１
つ
の
問

題
を
解
決
す
る
と
ま
た
別
な
問
題

が
発
生
す
る
と
い
う
、
ジ
レ
ン
マ

を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
電
力
を
供

給
し
て
い
る
施
設
に
も
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
大
規
模
な
停
電

は
、
市
民
生
活
や
産
業
活
動
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、

自
動
車
や
暖
房
の
た
め
の
燃
料
不

足
が
発
生
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
に
対
す
る
不
安
が
広
が
り
ま
し

た
。
震
災
時
の
経
験
か
ら
、
非
常

時
で
も
最
低
限
の
都
市
機
能
の
維

持
が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体

制
づ
く
り
や
、
災
害
に
強
い
暮
ら

し
方
を
日
常
的
に
実
践
す
る
こ
と

の
必
要
性
に
直
面
し
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
経
験
か
ら
、
生
活
の
中
で

本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
な
の
か

を
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
た
出
来

事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
化
石
燃
料(

石
油
・

石
炭
・
天
然
ガ
ス)

と｢

非
化
石
燃

料(

原
子
力
・
水
力
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー)｣

の
二
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
日
本
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
約
80
％
が
化
石
燃
料
で

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
約
４
％(

平
成
22

年)

で
す
。

　
震
災
後
に
発
生
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
を
受
け
て
、

国
で
は
こ
れ
ま
で
の
原
子
力
発
電

に
依
存
に
し
た
大
規
模
集
中
型
の

電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
す

る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。
環

境
負
荷
が
低
く
、
国
内
自
給
で
き

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
に
向
け
て
、
法
制
度
の
整
備

な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
年
後
、
20
年
後
、
私
た
ち
は

ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
生
活
は
も
っ
と
快
適

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
そ

れ
と
も
そ
の
逆
で
し
ょ
う
か
。

　
環
境
や
資
源
は
、
破
壊
や
劣
化

が
進
む
と
元
に
は
戻
ら
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
生
物
の
絶
滅
危
惧

種
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
、
一
度

失
う
と
永
遠
に
取
り
戻
せ
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
現
在
を
生
き
る

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
で

あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
制
約
に

向
き
合
い
、
制
約
下
に
お
い
て
も
、

豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
や
暮
ら
し
の
在
り
方
を
今
一
度

考
え
る
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

温
暖
化
だ
け
で
は
な
い
環
境
問
題

震
災
か
ら
の
教
訓

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
問
題

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
注
目

未
来
の
ま
ち
と
暮
ら
し
を
考
え
る

未来の暮らし方を考える
地球環境問題と再生可能エネルギー

東日本大震災は、私たちのエネルギーに対する意識を大きく変える出来事であり、暮
らしや産業を支えるエネルギーについて、改めて考えるきっかけとなりました。安心
して暮らしを営んでいくためには、地方自治体でも独自の政策に取り組んでいくこと
が必要です。先人が育んできた豊かなまちと限りある大切な資源を損なうことなく未
来に引き継いでいくために、環境・エネルギーについて考えてみましょう。

問い合わせ　　環境課☎72-8283
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、

非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
う
ち
、

永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
す
。
太

陽
光
や
風
力
な
ど
、
自
然
の
中
で

絶
え
ず
再
生
・
供
給
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源
が

枯
渇
せ
ず
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が

で
き
、
発
電
時
や
熱
利
用
時
に
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
を
ほ
と
ん
ど
排
出
し
な
い
た

め
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
市
は
、
低
炭
素
で
持
続
可
能
な

ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

８
月
に｢

北
上
市
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
推
進
計
画｣

を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
市
全

体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

に
関
す
る
指
針
を
定
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
・
つ
か
う

両
面
に
お
い
て
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に

策
定
し
た
も
の
で
す
。
計
画
期
間

は
平
成
25
～
32
年
度
で
す
。
前
期

３
年
・
後
期
５
年
と
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

北
上
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
推
進
計
画
を
策
定

北上市の目指す姿
エネルギーをつくり、賢くつかい、未来を築く人を育てるまち

　再生可能エネルギーの活用を推進して地域で消費するエネルギーをできるだけ地域でつくり、エネルギーを効率良

くつかうと共に、未来を支える環境配慮型の｢人｣を育て｢しくみ｣をつくり、低炭素で持続可能なまちを目指します。

目標
　市内の年間エネルギー使用量に占める、市内で生産される再生可能

エネルギーの比率の拡大を目指します。市内で生産される｢再生可能

エネルギーの導入量の拡大｣と｢省エネルギーによる市内のエネルギー

使用量の低減｣の両輪で、目標を達成していきます。再生可能エネル

ギーと従来から使用している灯油・ガスなどの化石燃料を効率良く組

み合わせ、エネルギーのベストミックスを目指します。目標の設定

は、前期計画期間は活動目標、後期計画期間は数値目標とします。 （現状） （将来）

化石燃料

化石燃料

省エネルギー行動
による削減

市内で生産される再生可能
エネルギーの比率の拡大

市内で生産される再生可能
エネルギーの拡大

基本プロジェクト ～取り組みの３つの柱～

●地域資源と住民自治力を生かした 
　再生可能エネルギーの活用
●防災拠点となる公共施設への再生
　可能エネルギーの導入
●市内の未利用エネルギーの活用研
　究

●地域ぐるみで取り組む環境エネル
　ギー教育
●再生可能エネルギー・省エネル 
　ギーの正しい情報の普及
●地域リーダー・支援組織を育てる
　環境づくり
●地域内経済循環のしくみづくり

●エネルギーを効率良く使う
●地域特性に応じたスマートコミュ
　ニティの形成
●建築物のエネルギー効率の向上促
　進
●ライフスタイルの転換
●快適で環境負荷が低い低炭素なま
　ちづくり

再生可能エネルギーをつくる エネルギーを賢くつかう 人を育てしくみをつくる
１ ２ ３

太陽エネルギー(太陽光／太陽熱)
太陽の光で発電し、太陽の熱は給湯や空調に利用しま
す。
風力エネルギー
風の力で風車を回し、回転運動を発電機に伝えて電気を
起こします。
バイオマスエネルギー(発電・熱利用・燃料製造)
動植物などのバイオマス(生物資源)によって電気、熱、
燃料をつくります。
水力エネルギー
高低差を流れ落ちる水の勢いで水車を回し、電気を起こ
します。
地熱エネルギー
地中深くにある熱水や蒸気をくみ上げて、蒸気の力で発
電します。
雪氷エネルギー
冬期の雪氷を保管して冷気を空調や冷房に活用します。

温度差エネルギー
地下水、河川水などの温度差の持つエネルギーを取り出
して活用します。
地中熱エネルギー
地中から熱を取り出し、地上との温度差を空調などに活
用します。

出典：省エネルギー庁｢再エネカタログ｣

※計画書本文は、市のホームページ(トップ≫環境・ごみ≫計画・報告≫北上市再生可能エネルギー活用推進計画)に掲載しています。

目標の考え方
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水
力
発
電
は
自
然
の
力

市内の再生可能エネルギー導入事例

太陽光発電
～岩手県立中部病院～

地下水利用ヒートポンプ
～さくらホール～

消化バイオガス発電
～北上浄化センター～

ソーラー外灯
～地区交流センター、北上勤労者体育センタ－～

　病院棟２階の屋上を利用した平置きタイプの太陽光発
電。280枚の太陽光パネルを設置していて、設備容量は
50kWです。
　発電した電力は、病院内の照明などの電力の一部に利用
されています。

　下水の汚水を処理する過程で発生する消化ガスを燃焼さ
せて発電します。発電容量は50kWです。
　北上浄化センターでは、施設内の照明などの電力の一部
に利用されています。また、同センターの放流水と放流渠

きょ

の落差を利用して小水力発電も行っています。

　地下水を直接汲み上げてヒートポンプの熱源として利用
する方式。地下水を直接利用するため、エネルギー効率が
高く、省エネルギーに貢献します。
　さくらホールでは、地下水を温めたり、冷やしたりして、
館内の空調に利用しています。

　昼間、太陽光で発電した電力をバッテリーに蓄え、夜間
にLED照明を点灯させます。これは防災型のソーラー外灯
で、災害時には付属のコンセントを使用できます。
　第１次収容避難所である16地区の交流センターと北上
勤労者体育センターに設置しています。

　
市
内
に
は
、
和
賀
川
と
夏
油

川
に
５
カ
所
の
水
力
発
電
所
が

あ
り
ま
す
。
水
力
発
電
も
、
自

然
の
力
を
利
用
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
す
。
水

力
発
電
は
、
水
が
高
い
所
か
ら

低
い
所
へ
落
ち
る
時
の
力
を
利

用
し
て
水
車(

タ
ー
ビ
ン)

を
回

し
、
水
車
と
直
結
し
た
発
電
機

で
電
気
を
起
こ
す
も
の
で
す
。

発電所名 事業者 最大出力
(kW) 河川名

水神発電所 東北電力 400 夏油川

仙人発電所
県企業局

37,600 和賀川

入畑発電所 2,100 夏油川

石羽根発電所 東北水力
地熱(株)

10,700 和賀川

和賀川発電所 15,500 和賀川

市内の水力発電所

仙人発電所(写真提供：県企業局)

上流に湯田ダム

仙人発電所

和賀川
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市
は
、｢

公
共
施
設
へ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
と

災
害
時
の
電
力
を
確
保
す
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り｣

を
目
的
と

し
た
あ
じ
さ
い
型
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
モ
デ
ル
事
業
を
、

経
済
産
業
省
が
募
集
す
る
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
導
入
促
進
事
業

に
申
請
し
、
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
25
～
27
年
度
を
事
業
期
間
と

し
て
６
事
業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

新
た
に
整
備
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
に
よ
る
売
電
収
益
を
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
事
業
に
充

て
る
ほ
か
、
そ
の
収
益
の
一
部
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進

計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
各
事
業

の
財
源
と
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
計
画
中
の
事
業
は
、
主
に

市
街
地
と
産
業
業
務
団
地
を
対
象

エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

住
宅
地
、
商
業
集
積
地
、
工
業
団

地
、
中
山
間
地
な
ど
、
各
地
域
特

性
に
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

将
来
像
を
描
き
、
北
上
ら
し
い
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
内
の
太
陽
光
発
電
の
累
積
導

入
数
は
、
１
２
９
２
カ
所(

24
年

度
現
在)

で
す
。
ま
た
、
累
積
導

入
出
力
は
、
５
２
９
４
kW(

24
年

度
現
在)

で
す
。
20
年
度
以
降
の

導
入
数
、
導
入
出
力
が
共
に
大
き

く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
は
、

太
陽
光
・
太
陽
熱
の
２
種
類
あ
り

ま
す
。
太
陽
熱
利
用
の
市
内
の
導

入
状
況
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
太
陽
光

発
電
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
北
上
市
の
よ
う
な
北
国
で
は
、

家
庭
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半

は
暖
房
と
給
湯
の
た
め
、
太
陽
の

熱
を
電
気
に
変
え
て
使
う
よ
り
も

熱
の
ま
ま
使
う
方
が
、
熱
効
率
が

良
い
の
で
す
。
設
備
の
価
格
も
太

陽
光
発
電
と
比
較
し
て
安
価
で
す
。

既
存
の
ガ
ス
や
灯
油
と
併
用
し
た

太
陽
熱
利
用
の
検
討
が
お
す
す
め

で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
人
の
活
動
す

る
と
こ
ろ
で
消
費
さ
れ
ま
す
。
ま

ず
生
活
基
盤
の
家
庭
、
昼
間
に
活

動
を
す
る
会
社
や
学
校
、
公
共
施

設
、
そ
し
て
建
物
を
移
動
す
る
た

め
の
自
動
車
な
ど
の
交
通
手
段
で

す
。
こ
れ
は
、
ま
ち
全
体
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
考
え
る
上
で
は
大

事
な
視
点
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
無
理
や
我
慢
に
頼

る
ば
か
り
の
省
エ
ネ
は
、
長
続
き

し
な
い
上
、
生
活
の
満
足
度
も
低

下
し
ま
す
。
節
電
や
省
電
力
な
ど

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
の
見
直

し
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
い
込

ん
で
い
た
考
え
方
や
価
値
観
、
習

慣
を
見
つ
め
直
し
、
意
識
や
行
動

に
変
化
を
起
こ
す
こ
と
も
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、

固

※

定
価
格
買
取
制
度
に
よ
っ
て
収

入
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
地
域
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
て
、
自
立
的
な
事
業
を
展
開

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
は
、

中
央
集
権
か
ら
地
方
分
権
へ
と
大

き
く
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
生
み
出

す
た
め
に
は
、
制
度
や
お
金
だ
け

で
な
く
、
人
の
力
も
必
要
で
す
。

北
上
市
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ

て
培
わ
れ
た
住
民
自
治
力
は
、
そ

の
力
と
な
り
得
ま
す
。

 

北
上
市
で
暮
ら
す
人
、
働
く
人
、

学
ぶ
人
が
、
今
も
未
来
も
こ
の
ま

ち
で
心
豊
か
に
活
動
し
続
け
ら
れ

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
知

恵
を
出
し
合
い
行
動
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
削
減
、
環
境
負
荷
の
低
減
と

い
う
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
市
は
こ
れ
か
ら
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
関
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
情
報
共
有
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
じ
さ
い
型
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
構
想

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー

太
陽
は
熱
利
用
の
効
率
が
良
い

省
エ
ネ
の
発
想
を
転
換

省
エ
ネ
の
ポ
イ
ン
ト
は
家
庭
・
会

社
・
公
共
施
設
・
交
通
手
段

太
陽
光
発
電
導
入
数
に
伸
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あじ

メ
 

じさい型スマ

所） 

ディア

ガソーラー 

マートコミ

蓄

電気自動車

ミュニティ構

蓄電池 

車 

市役所本

構想モデル

太陽光発電

市役所本庁舎 

地域エネル

マネジメン

ル事業イメ

 

庁舎 

ルギー 

ントシステム 

ージ 

・オフィスアルカディア

・防災拠点(７カ所)

・ソーラーパーク

あじさい型スマートコミュニティ構想モデル事業イメージ

事　　業 25年度 26年度 27年度

メガソーラー整備・運営事業

ソーラーパーク整備・運営事業

防災拠点機能強化事業

市役所本庁舎エネルギーマネジメント事業

オフィスアルカディア北上太陽光発電等整備・運営事業

地域エネルギーマネジメントシステム整備・運営事業

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ピ
ッ
ク
ス

※固定価格買取制度…再生可能 エネルギー(太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなど)により発電された電気を、
　　　　　　　　　　　一定期間・固定価格で電力会社などが買い取ることを国が義務付ける制度


